
１１１１　　　　施設施設施設施設のののの概要概要概要概要

２２２２　　　　指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者のののの業務業務業務業務

３３３３　　　　施設施設施設施設のののの管理体制管理体制管理体制管理体制

名 名 名 名

４４４４　　　　施設施設施設施設のののの利用状況利用状況利用状況利用状況

別紙様式別紙様式別紙様式別紙様式１１１１

３月

471

370

279

平成２４年度　指定管理者運営状況点検・評価シート

指定管理者名 財団法人徳島県文化振興財団 指定期間 平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日

対象施設名 徳島県立文学書道館 施設所在地 徳島市中前川町２丁目２２－１

開館日・休館日等

平成１４年１０月２６日

文学及び書道に関する研究、鑑賞、創作活動等を促進し、もって豊かな県民文化の振興に寄与する

文学・書道常設展示室、瀬戸内寂聴記念室、特別展示室、ギャラリー、講座室、図書閲覧室など

「徳島県立文学書道館の設置及び管理に関する条例」に定められた額

月曜日（休日の場合はその翌日）、１月１日から同月４日まで及び１２月２８日から同月３１日まで

設置年月日

設置目的

施設内容

利用料金等

427 275 197 318

施設所管課 とくしま文化振興課 【連絡先】 ０８８－６２１－２１１９

・文学書道資料を収集し、保管し、展示し、及び閲覧に供すること
・文学書道資料に関する調査研究を行うこと
・文学及び書道に関する講演会、講座、実習等の教育普及事業を行うこと
・特別展示室、ギャラリー、講座室、実習室その他の施設を利用に供すること
・その他文学書道館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること
・施設、文学書道資料等の維持管理(知事が指定する補修等を除く。)に関する業務
・利用の許可に関する業務　・観覧料及び使用料の徴収に関する業務
・その他文学書道館の管理に関し知事が必要と認める業務

指定管理者の業務内容

268 443 313 4,260

173 299 277 316 310 3,883

3,835

前年度 403 445 312 333 292 382 405 294

344 335 310 169 378 289

１２月 １月 ２月 計

２４年度 265 392 286 281 314

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

3,918 2,688 3,631 43,2223,206

月別利用
料金収入
（千円）

４月 ５月

前々年度

45,1142,990

3,738 3,592 4,330 3,561 3,180 3,283 4,044 4,051

3,109 4,209 3,741 4,827 3,801 3,332

4,440 3,481 2,981 44,4023,850

4,579 3,476 2,966 4,258 3,826

計３月

3,201 3,549 3,927 4,118 4,202 3,282 3,649 3,722

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

1,385

利用者数
（人）

２４年度

前年度

前々年度

４月 ５月 ６月 ７月

201 1,184
施設毎

利用料金収入
（千円）

２４年度

前年度

前々年度

148 1,690

小計

施設使用料

62 159 1,239 931 80 2,471

2,422

合計
常設展 特別展 小計 特別展示室 ギャラリー 講座室 実習室 用具使用料

1,838 154 11 1,167

嘱託職員 11 非常勤 1 計

（受付・図書）

203 1,364 1,567 265 120 959

管理体制

正職員 7

観覧料

８月

577 436

事業課長

館長 総務課長

3,883925 46 2,315

3,856

嘱託職員 （７名）

4,2601,008 82

（資料調査）主事主査

19

嘱託職員 （１名）

副館長

主事

嘱託職員

主査

（総務）主事

（３名）
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５５５５　　　　収支収支収支収支のののの状況状況状況状況

６６６６　　　　コストコストコストコスト削減削減削減削減・サービス・サービス・サービス・サービス向上向上向上向上にににに関関関関するするするする取組状況取組状況取組状況取組状況

７７７７　　　　自主事業自主事業自主事業自主事業のののの取組状況取組状況取組状況取組状況

62,304

自主事業取組状況

１．展示及び催し
文学常設展示室、書道美術常設展示室、瀬戸内寂聴記念室及び収蔵展示室の４つの展示室におい
て、本県ゆかりの文学・書道資料の常設展（貼る、夏、秋冬に展示替え）を開催したほか、多くの
人々が徳島ゆかりの文学・書道を身近に感じられるような特別展を開催した。
２４年度の特別展として、文学では「寂聴９０歳記念展　恋と革命に生きた女たち」や、「水と緑
のラブレター－名作のふるさと・四国－」、「露伴・茂吉・寅彦と小林勇」展、書道では「中林梧
竹－創られた余白－」展や、「小坂奇石－奇石の遺した言葉と書」展、「生誕１００年記念　赤羽
雲庭－驥山館収蔵品を中心に－」展を開催したほか、特別展以外の催しとして、各種企画展を開催
した。
また、開館１０周年を記念し、秋に「開館１０周年記念展とくしま讃歌－詩と書と音楽と－」を開
催した。
２．教育普及事業等
次世代を担う子どもから高齢者まで幅広い層を対象とした文学・書道を楽しむ講座や実習等を開催
し、生涯学習や文化活動の促進を図ったほか、県民の文芸活動の発表の場として、「とくしま文学
賞」を実施し、幅広い分野からの作品を募集し、入選者の表彰を行った。特にとくしま文学賞は１
０回目を迎え、近年では最も多い1,440名から応募があった。

157,267

7,224

25,813

9,563

170,173

170,715

0

0

2,500

72,493

2,677

164,491

62,980

71,699

173,215

サービス向上の取組

・主催講座において、土日だけでなく平日にも開講している。
・多数の来館者が予想されるイベント時には、近くの市有地駐車場を借り上げて駐車台数を確保し
ている。

収支

その他

計

支
出

20,064

62,691

68,923

3,042

5,720

157,398

8,820

18,082

（単位：千円）

コスト削減の取組

①人件費について、
　業務量に応じた臨機応変な人員配置、多様な勤務時間体制の採用による効率的な業務執行を目指
し、適正な人件費率を確保している。
②管理運営費について、
　清掃業務などの外部委託業務について競争入札や複数年契約を導入するなど、効率的な業務執行
による経費の削減を図っている。
　事務用品の購入や植栽管理等においては、管理者が管理する３施設の一括発注により経費の削減
を図っている。
　節水・節電に積極的に取り組み、経費の削減とエコオフィス実現を図っている。

利用料金収入

161,814

4,506

平成２２年度（前々年度）平成２３年度（前年度）平成２４年度項　目

事業費

計

人件費

事業収入

その他

管理運営費

収
入

161,814

0

0

指定管理料

0

0

4,404

166,218
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８８８８　　　　管理運営業務管理運営業務管理運営業務管理運営業務にににに係係係係るるるる点検点検点検点検・・・・評価評価評価評価

・設置機器の保守点検に係るメーカー委託等の一部の業務
を除いて、地元雇用、地元企業への業務委託の徹底が図ら
れている。

⑤管理運営体制等
　・管理運営業務計画書
　・職員の配置、研修計画
　・諸規程の整備
　・利用料金の徴収、減免
　・モニタリングの実施状況

Ａ

・業務計画書に基づき、職員の配置や研修等が実施されて
おり、適正な施設の維持管理に努めている。
・月次報告書、事業報告書が適正に提出されている。
・適宜、セルフモニタリングを実施し、月次報告書等によ
り県に報告がなされている。

⑥職員体制
　・職員の労働条件

Ａ

⑦地域への貢献
　・地元雇用の状況
　・地元企業への業務委託

・観覧者や講座参加者等の施設利用者に対して、適宜、ア
ンケート調査を実施し、利用者ニーズの把握に努めてい
る。
・利用者ニーズを職員で共有するとともに、改善策を検討
し、管理運営に反映させている。
・前年度と比較して、施設利用者数が減少している。

・業務計画書に基づき、適正に実施されている。

③適正な維持管理
　・施設の保守管理・修繕
　・年間作業計画に基づく適正な維持管理
　・県備品等の適正な管理 Ａ

・施設設備の管理計画により、適正に保守点検が実施され
ている。
・県有備品等の管理が適正に行われている。

Ａ

・事業実施における印刷費等の節減や、管理運営における
エコオフィス活動等により、経費の削減が図られている。
・業務計画書に基づき、外部委託が適正に実施されてい
る。

・自主検査表により、日常点検、定期点検を実施し、施設
の安全管理に努めている。
・緊急時対応マニュアル及び連絡体制が整備され、職員に
周知徹底されている。
・個人情報保護要綱を制定し、職員に周知し、情報管理に
努めている。

⑧地域との連携
　・地元団体等との連携

Ａ

・業務計画書に記載のとおり、地域との連携が図られてい
る。

⑨安全管理
　・安全管理体制、事故防止体制
　・災害等発生時の対応体制
　・マニュアルの整備、職員教育
　・個人情報保護への適正対応

Ａ

・業務計画書に記載のとおり、適正に履行されている。

Ａ

②自主事業
　・計画した自主事業の実施

Ａ

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果

①利用者ニーズの把握・分析と利用促進
　・利用者ニーズの把握
　・利用者ニーズへの対応
　・施設の利用促進 Ｂ

④収支計画
　・収支計画の達成状況
　・コスト削減の状況
　・外部委託の状況
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〈評価指標〉 Ｓ：協定書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ａ：概ね協定書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われている。
Ｂ：協定書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫や努力が求められる。
Ｃ：管理運営が適正に行われたとは認められず、改善を要する。

※　項目については、事業計画書と整合性をはかる。

９９９９　　　　そのそのそのその他他他他（（（（今後今後今後今後のののの課題及課題及課題及課題及びびびび対応等対応等対応等対応等））））

⑩環境への配慮
　・環境対策の状況

Ａ

・業務計画書に基づき、エコオフィス活動が徹底されてい
る。

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果

総合評価 Ａ

・協定書、業務計画書及び指定管理者指定申請書に基づ
き、概ね適切に管理運営業務が実施されている。

⑪その他
　・関係法令の遵守状況
　・情報公開請求への対応体制

Ａ

施設利用者数が前年と比較して減少していることから、今後は、マスメディアの有効活用や学校との連携等により、施設
利用者の増加を図る必要がある。

・関係法令の遵守に努め、処理が適正に行われている。
・情報公開要綱を制定し、情報公開に努めている。
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